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日常世界の密度と温度では電子が結合の主役となって様々な物質構造が 実現するが、
核密度より低い密度の中性子星物質や超新星物質では核子 が主役となって様々な物質
構造が実現する。特に、核密度近傍ではスパ ゲッティ（棒状）やラザニア（板型）に
似た面白い形の原子核（パスタ原子核）が存在する可能性がある。さらに、パスタ原子
核の存在可能性が核物質の状態方程式に依存していて、実は不安定核の質量や半径の大
局的振る舞いと関係していることも議論したい。


